
令和元年度研究開発成果概要図 （目標・成果と今後の研究計画）

２．研究開発の目標

３．研究開発の成果

１．研究課題・受託者・研究開発期間・研究開発予算
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様式1-4-3 (2020-1)

◆研究開発課題名：多言語音声翻訳高度化のためのディープラーニング技術の研究開発
◆副題 ：深層学習によるマルチモーダル文脈理解と機械翻訳の高度化

◆実施機関 ：（大）東京工業大学、（大）東京大学、（大）愛媛大学、日本放送協会、（一財）NHKエンジニアリングシステム、（株）時事通信社
◆研究開発期間：平成30年度～令和2年度（3年間）
◆研究開発予算：総額780百万円（令和元年度240百万円）

採択番号：19701

大規模な対話・対訳コーパス、文脈理解技術、シーン画像認識技術を開発し、それらを深層学習の枠組みで統合することで、マルチモーダルな文脈理解、
および対話やニュースに対応した高度な機械翻訳の基盤技術を確立する。ニュース記事の日英翻訳において80%の翻訳成功率、対話・雑談の翻訳におい
て70%の翻訳成功率を達成し、ニュース配信の実務や音声翻訳アプリにおいて実証実験を行う。

研究開発成果：ビジネスシーン日英対話対訳コーパスの構築
• 累計84,800文の対話対訳コーパスを構築（目標は10万文）
• シーン情報付きの日英対話対訳コーパスは世界初
• 既存の英語会話およびニュース累計約15万文を日本語へ翻訳

研究開発成果：翻訳に必要な情報の補完
• BERTを用いて、文脈として適切な文を選択する手法を開発
• 与えられた2文が連続する2文かの判定を行うタスクと、翻訳を行う

タスクのマルチタスクでBERTをファインチューニング
• 翻訳対象文と、その1〜5文前をそれぞれペアにして入力し、分類

器による連続文判定の確率が最も高い文を文脈文として利用

• ベースラインと比較して、文脈文選択を行った場合は日英翻訳で
0.10から0.67、英日翻訳で0.15から0.94ポイントBLEU値が向上した
が、Oracleのスコアと比べるとまだ7ポイント程度の差がある

研究開発成果：適切な訳を選択・訳語の一貫性を保持 
• 単文翻訳エンジンの結果をクラウドソーシングにより評価したとこ

ろ、文脈付きでは日英で約15%、英日で約20%で翻訳誤りがあった
• 文脈付き機械翻訳では単文での翻訳よりBLEUスコアが向上する

が、オラクルのスコアよりは低い
• 文脈情報が必要かどうかをあらかじめ判定する必要がある
• 対話対訳では直前文が相槌などで情報量が少ないものが多い

①インテリジェント翻訳技術の研究開発
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研究開発成果：ニュース記事コーパス整備
• 180万文対の日英対訳コーパスを構築
• 人手翻訳による高品質な対訳は、平成30年度の22万文対に加え、

令和元年度はさらに17万文対を構築

研究開発成果：ニュース記事翻訳システム試作
• 評価型の国際ワークショップで1位を獲得

• 主観評価では、ほとんどの重要情報が正確に伝達されているレベ
ル（80%～）以上の結果

研究開発成果：ニュース記事要約文生成
• デモ・APIを公開
• 元記事から逸脱した見出しが生成される問題を改善
• 言語横断見出し生成を実施

研究開発成果：ニュースの長文翻訳および要約文生成の評価
• 時事通信社の実務に照らし合わせた評価を実施

②新語・新トピックへの即時対応技術

要約システム
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研究開発成果：マルチモーダル日英対訳コーパス
• 昨年度に引き続き、63,566文の対訳文作成（翻訳）作業を実施し、

合計127,132文対のコーパス作成を完了（本項目の目標達成）
• 既存の類似コーパスより一桁大
• マルチ言語学習によるフレーズ領域検出を実現 (世界初)

研究開発成果：シーン画像認識手法の開発
• データ拡張ポリシーの高速な自動探索手法を開発（既存の類似手

法と比べ数十倍学習を高速化）
• 特徴マップのシャッフルを用いた畳み込み手法を開発（1000クラス

物体識別において、さまざまなCNNの識別精度を0.5%程度向上）
• 上記手法を統合し、100クラスシーン画像識別精度を約2.2%向上

研究開発成果：マルチモーダル翻訳手法
• 項目3‐1で開発したコーパスを用いたアテンション制約付きマルチ

モーダル機械翻訳システムを開発
• 言語‐画像間アテンションの教師データを用いることで翻訳精

度 (BLEU) が0.87%向上

③マルチモーダル翻訳技術の研究開発

(3-1) マルチモーダル日英対訳コーパスの作成

(3-2) 機械翻訳のためのシーン画像認識手法の開発

(3-3) マルチモーダル翻訳手法の開発

テキストに加え画像情報を入力として用いる機械翻訳技術
• 画像へのグラウンディングに基づく翻訳精度向上
• 曖昧性解消、シーンの理解、翻訳過程の可視化



４．特許出願、論文発表等、及びトピックス
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国内出願 外国出願 研究論文 その他研究発表 標準化提案
プレスリリース

報道
展示会 受賞・表彰

1
(0)

0
(0)

1
(0)

54
(34)

0
(0)

1
(0)

0
(0)

8
(6)

※成果数は累計件数、（ ）内は当該年度の件数です。

５．今後の研究開発計画

引き続き各研究項目の研究・開発を進め、最終目標の達成を確認する。活発な対外発表を継続するのはもちろんのこと、本プロジェクトの社会実装を見据えた
取り組みを進める。例えば、これまでに開発したニュース対応日英機械翻訳エンジンや自動要約エンジンについて、報道の実務レベルでの有用性を検証する。
また、本委託研究で構築したコーパス、機械翻訳のソフトウェア、学習済みモデルを研究者向けに公開する方法を検討し、委託研究の実験結果を後続の研究が
再現できるように準備する。


